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〈新しい保険料の納め方〉

６月～
翌年３月

５月４月

各月末日納
期の１０回払
い

支払いは
ありません

支払いは
ありません

の
際
は
、保
険
証
の
色
と
住
所
・

氏
名
・
有
効
期
限
を
確
認
の
う

え
、
新
し
い
保
険
証
を
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証

の
色
は
、
一
般
の
保
険
証
が
う

ぐ
い
す
色
、
退
職
の
保
険
証
が

　

新
し
い
一
人
一
枚
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
３
月

中
に
普
通
郵
便
で
世
帯
ご
と
、

世
帯
主
あ
て
に
お
送
り
し
ま

す
。（
下
図
）

　

病
院
・
診
療
所
な
ど
で
受
診

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、　

年
９
月　

日
で
す
。
た

１７

３０

だ
し
、次
の
例
外
が
あ
り
ま
す
。

◇
有
効
期
限
が　

年
９
月　

日

１５

３０

に
な
っ
て
い
る
場
合

　

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

に
交
付
さ
れ
ま
す
。
滞
納
し
て

い
る
保
険
料
を
、
至
急
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
完
納
さ
れ
た
場

合
は
通
常
の
有
効
期
限
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
滞
納
保
険
料
の
支

払
い
が
な
い
と
、
保
険
証
の
代

わ
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証
明

書
」
を
交
付
し
ま
す
（
老
人
保

健
法
お
よ
び
結
核
予
防
法
な
ど

の
医
療
給
付
対
象
者
を
除
く
）。

◇
被
保
険
者
資
格
証
明
書
が
交

付
さ
れ
る
場
合

　

一
年
以
上
に
わ
た
る
長
期
間

の
滞
納
が
あ
る
世
帯
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

　

保
険
証
と
違
い
、
病
院
や
診

　

保
険
料
を
納
め
る
回
数
が
、

左
下
表
の
と
お
り
、
６
月
か
ら

の
一
〇
回
納
付
に
な
り
ま
す

（
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
も
含

み
ま
す
）。

　

保
険
料
決
定
通
知
書
の
送
付

は
、
６
月
の
年
一
回
に
な
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
の
計
算

は
、
今
ま
で
年
二
回
（
４
月
・

７
月
）
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

　

年
度
か
ら
は
年
一
回（
６
月
）

１５に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
４
月
に
前
年
度
住

民
税
、
７
月
に
当
該
年
度
住
民

税
で
年
二
回
算
出
し
て
い
た
も

の
を
、
最
初
か
ら
当
該
年
度
の

住
民
税
で
計
算
し
、
確
定
し
た

保
険
料
で
６
月
に
お
知
ら
せ
す

後
日
、
医
療
費
の
七
割
相
当
分

を
区
に
請
求
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
際
、
保
険
給
付
の
一

時
差
し
止
め
や
控
除
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
が
完

納
さ
れ
た
場
合
は
保
険
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

�
収
納
係

問

療
所
な
ど
窓
口
で
支
払
う
医
療

費
は
、
一
時
的
に
全
額
（
一
〇

割
）
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

る
も
の
で
す
。

　

４
月
・
５
月
の
保
険
料
は
〇

円
に
な
り
ま
す
が
、そ
の
分
は
、

６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
保

険
料
に
分
散
し
て
上
乗
せ
さ

れ
、
一
年
間
の
支
払
額
は
、
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

�
資
格
賦
課
係

問

�
�
�
�
�
�
�
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「
安
全
・
安
心
」
と
「
景
気
・
雇
用
」。

来
年
度
は
杉
並
区
と
し
て
も
、
こ
の
二

つ
に
関
わ
る
施
策
に
特
に
力
点
を
お
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
月
１
日
の

区
報
で
は
、
地
域
の
安
全
の
維
持
や
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
な
ど
を
定

め
る
「
安
全
美
化
条
例
」
の
素
案

を
お
示
し
し
ま
し
た
が
、今
回
は
、

「
ア
パ
ッ
チ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
古
紙
抜
き
取
り
業
者
対
策
に
つ

い
て
で
す
。

　

実
は
「
資
源
の
日
」
に
出
す
古
紙
を
、

早
朝
、
区
の
回
収
車
以
外
の
ト
ラ
ッ
ク

が
走
り
回
っ
て
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
う

と
い
う
苦
情
が
、
多
く
の
区
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
行
為
の
横
行
を
許
せ
ば
、
資
源

回
収
と
い
う
区
の
施
策
そ
の
も
の
へ
の

不
信
感
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
考

え
、
区
と
し
て
も
様
々
な
対
応
策
を
と

っ
て
き
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
う
ま
く

い
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
主
な
理
由
は
、
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
た
も
の
は
誰
の
所
有
物
で
も
な
い

の
で
、
勝
手
に
持
っ
て
い
っ
て
も
「
盗

み
」
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
議
会
で
条
例
の
改
正
案

を
提
案
し
、「
資
源
の
日
」
に
出
さ
れ
た

も
の
は
、「
ご
み
」
で
は
な
く
区
の
「
所

有
物
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
区
の
回
収
車
以
外
の
古
紙
の
持
ち

去
り
は
窃
盗
行
為
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
悪
質
な
業
者
に
対
し
て
は
、
警
察

と
協
力
し
て
摘
発
と
い
う
手
段
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
１
月
か
ら
は
、
資
源
の
所
有
権

が
区
に
あ
る
旨
を
記
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー

を
配
布
し
、
区
と
し
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル

も
強
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス
テ
ッ
カ

ー
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
清
掃
事
務

所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ル
の
守
ら
れ
る
秩
序
あ
る
社
会

づ
く
り
は
、
景
気
と
も
関
係
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ル
ー
ル
無
視
の
行
為
が

ま
か
り
通
れ
ば
、
正
し
い
こ
と
を
行
お

う
と
い
う
人
々
の
気
持
ち
が 
萎 
え
、
ま

な

ち
の
元
気
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。「
安
全
・
安
心
」
と
「
景

気
・
雇
用
」
は
、
元
気
や
活
力
に
関
わ

る
と
い
う
点
で
は
、
表
裏
一
体
の
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

古
紙
抜
き
取
り
対
策

��
��
��
��
��
��
��
��

藤
色
で
す
（
大
き
さ

は
、
縦
五
四
�
、
横

八
六
�
）。

　

期
限
の
切
れ
た
古

い
保
険
証
は
、
国
民

健
康
保
険
課
ま
た

は
、
お
近
く
の
区
民

事
務
所
・
分
室
・
荻

窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
へ
お
返
し
く
だ
さ

い
。　
　

な
お
、
カ
ー
ド
化

に
伴
い
、
保
険
証
の

大
き
さ
が
小
さ
く
な

っ
て
い
ま
す
。
紛
失

し
な
い
よ
う
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

�
資
格
賦
課
係　

問

新しい被保険者証をお届けしますので、紛失しないよう、大切にお使いください。
また、保険料の納め方が変わりますのでお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　――問い合わせは、国民健康保険課へ。
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�
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被
保

険
者
の
う
ち　

歳
未
満
の
人
、

７０

お
よ
び
退
職
被
保
険
者
の
被
扶

養
者
の
う
ち
３
歳
以
上　

歳
未

７０

満
の
人
の
一
部
負
担
金
の
割
合

が
今
ま
で
の
二
割
（
被
扶
養
者

は
入
院
の
み
）
か
ら
三
割
に
な

り
ま
す
。

〈１５年４月からの高額療養費自己負担限度額〉
４月１日から３月３１日まで　

７万２３００円（医療
費総額が２４万１０００
円を超えた場合、
その超えた分の
１％を加算）

７万２３００円（医療
費総額３６万１５００円
を超えた場合、そ
の超えた分の１％
を加算）

一　　　般

１３万９８００円（医療
費総額が４６万６０００
円を超えた場合、
その超えた分の
１％を加算）

１３万９８００円（医療
費総額が６９万９０００
円を超えた場合、
その超えた分の
１％を加算）

上位所得者

３万５４００円特別区民税
非課税世帯

　
　

年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健

１５
康
保
険
加
入
者
の
結
核
・
精
神

医
療
給
付
金
制
度
が
変
わ
り
ま

す
。

　

現
在
、
杉
並
区
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
（
老
人
保
健
の
対

象
者
は
除
く
）
で
、
結
核
予
防

法
（
一
般
医
療
）
お
よ
び
精
神

保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に

関
す
る
法
律
第
三
二
条
（
通
院

医
療
）
に
基
づ
く
医
療
を
受
け

て
い
る
方
は
、　

年
４
月
以
降
、

１５

医
療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
に

５
％
の
自
己
負
担
が
発
生
し
ま

す
。

　

特
別
区
民
税
非
課
税
の
方
は

申
請
を
す
る
と
「
結
核
・
精
神

医
療
給
付
金
受
給
者
証
」
が
交

付
さ
れ
、
引
き
続
き
５
％
の
公

費
負
担
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
書
類

　

�
患
者
票
の
写
し

　

�
保
険
証

　

�
印
鑑

・
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受
け

付
け
は
、
管
轄
の
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

・
患
者
票
は
医
療
機
関
で
保
管

し
て
い
ま
す
。

・
特
別
区
民
税
が
未
申
告
の
場

合
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
必

ず
特
別
区
民
税
の
申
告
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

・
４
月
以
降
に
患
者
票
を
受
け

る
方
は
、
患
者
票
の
申
請
に

合
わ
せ
て
、
受
給
者
証
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

�
給
付
係

問

　

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度

額
が　

年
４
月
か
ら
、
変
更
さ

１５

れ
ま
す
（
左
表
）。

　

な
お
、
特
別
区
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
額
療
養
費
の
支
給
該
当
世

帯
に
は
、
診
療
を
受
け
た
月
の

約
三
カ
月
後
に
申
請
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

　

�
給
付
係

問

「
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が　

年
４
月
１
日
（
一
部
７
月
１
日
）
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
施
行
に
あ

１５

た
っ
て
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ
。
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ま
ち
づ
く
り
条
例
の 

目
的

�
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

基
本
と
な
る
理
念
や
区
民
・

事
業
者
お
よ
び
区
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
す

�
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
区

民
参
画
や
合
意
形
成
に
つ
い

て
の
方
法
、
手
続
き
の
保
証

や
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す

る
行
政
支
援
の
あ
り
方
な
ど

を
示
す
こ
と
で
す

�
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
仕
組
み
を
定
め
、区
民
・

事
業
者
お
よ
び
区
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
働
）
の
も

と
で
地
域
か
ら
の
発
想
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
で
す基

本
理
念

�
三
者
（
区
民
・
事
業
者
・

区
）
は
、
協
働
の
理
念
の
下

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
お
よ

び
責
務
を
担
い
な
が
ら
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

�
三
者
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
必
要
な
情
報
を
共
有

し
、
対
話
を
進
め
区
民
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
三
者
は
、
住
宅
を
中
心
と

し
た
都
市
と
し
て
の
環
境
に

配
慮
し
、
地
域
の
発
想
を
大

切
に
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

区
の
責
務

�
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的
な
計

画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
事

業
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。

�
計
画
の
策
定
、
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
お

よ
び
事
業
者
に
対
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
知
識
の
普

及
お
よ
び
情
報
の
提
供
を
す

る
と
と
も
に
、
参
画
の
機
会

を
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま

す
。

�
区
民
等
が
行
う
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
、
活
動
の
助
成
な

ど
の
支
援
を
行
う
よ
う
に
し

ま
す
。区

民
の
責
務

　

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
に
定

め
る
都
市
像
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
良
好
な
市
街
地
形

成
を
目
指
し
、
協
働
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

事
業
者
の
責
務

�
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
に
定

め
る
都
市
像
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
周
辺
の
環
境
に
配

慮
し
、
地
域
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

�
大
規
模
な
建
築
物
を
建
築

し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
の
必

要
な
情
報
を
早
期
に
近
隣
関

係
住
民
に
提
供
す
る
よ
う
努

め
ま
す
。（
７
月
１
日
施
行
・

下
段
★
参
照
）

条
例
の
主
な
内
容

・
区
民
等
か
ら
の
地
区
計
画

等
の
原
案
の
申
出
等

　

区
民
等
は
、
地
区
計
画
等

に
関
す
る
都
市
計
画
の
決

定
、
変
更
、
又
は
地
区
計
画

等
の
案
の
内
容
と
な
る
べ
き

事
項
を
区
長
に
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

・
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル

　

区
民
等
が
、
区
域
を
定
め

て
良
好
な
市
街
地
の
保
全
な

ど
の
目
的
の
た
め
に
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取

決
め
を
し
た
も
の
を
「
ま
ち

づ
く
り
ル
ー
ル
」
と
し
て
区

に
登
録
し
、
そ
れ
を
公
表
し

ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
と
し
、
当
該
地
域

の
居
住
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
組
織
を
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
」
と
し
て
区
が
認
定
し

ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援　

　

認
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
や
自
主
的
に
ま
ち
づ
く

り
の
活
動
を
行
う
団
体
等
に

助
成
金
の
支
給
や
ま
ち
づ
く

り
の
専
門
知
識
を
有
す
る
者

の
派
遣
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

「
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
の
全
文
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
（
区
役
所
西
棟
五

階
）
お
よ
び
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
大
規
模
建
築
物
の
事
前
周

知
の
手
続（
７
月
１
日
施
行
）

　
　
　
　

�
建
築
課
調
整
係

   
大
規
模
建
築
物
（
延
べ
面

積
が
三
〇
〇
〇
�
以
上
）
の

建
築
計
画
の
事
前
周
知
の
手

続
き
が
新
た
に
必
要
と
な
る

予
定
で
す
。

�
区
ま
た
は
都
の
紛
争
予
防

条
例
の
対
象
と
な
る
大
規
模

建
築
物

    
事
業
者
は
、
紛
争
予
防
条

例
の
標
識
を
設
置
す
る
日
の

六
〇
日
前
ま
で
に
、「
事
前
周

知
の
お
知
ら
せ
標
識
」
を
設

置
し
、
近
隣
関
係
住
民
に
対

す
る
説
明
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
六
〇
日
の

周
知
期
間
を
経
過
し
た
後

に
、
紛
争
予
防
条
例
の
手
続

に
入
り
ま
す
）

�
紛
争
予
防
条
例
の
対
象
と

な
ら
な
い
大
規
模
建
築
物

    
紛
争
予
防
条
例
に
基
づ

く
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、

建
築
確
認
申
請
な
ど
を
行
う

日
の
六
〇
日
前
ま
で
に
、
標

識
の
設
置
、
説
明
会
の
開
催

な
ど
、
同
様
の
手
続
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

問

「
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

「
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�

�
国
民
健
康
保
険
の
一
般

の
被
保
険
者
の
一
部
負
担

割
合
と
退
職
被
保
険
者
・

被
扶
養
者
の
一
部
負
担
割

合
が
統
一
さ
れ
ま
す
の

で
、　

年
４
月
診
療
分
か

１５

ら
特
例
療
養
費
は
廃
止
さ

れ
ま
す
。

�
国
民
健
康
保
険
の　

歳
７０

未
満
の
人
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
、
外
来

の
薬
剤
一
部
負
担
金
が
、

　

年
４
月
か
ら
廃
止
さ
れ

１５ま
す
。　

　

�
�
は
資
格
賦
課
係
、

�
�
は
給
付
係

問

齢
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
医
療
機
関
受
診
の
際
は
、

必
ず
保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�
資
格
賦
課
係

問

　
　

歳
に
な
っ
た
翌
月
（
１
日

７０
生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
）か
ら
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
自
己
負
担

割
合
（
一
割
ま
た
は
二
割
）
が

示
さ
れ
た
「
国
民
健
康
保
険
高

�

�
�
�
�
��
�
�
�
�

���
�
��
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��
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�
�
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�
杉
並
高
校
吹
奏
楽
部 

定
期
演
奏
会

　

若
さ
あ
ふ
れ
る
高
校
生
た
ち

が
奏
で
る
音
楽
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
６
時
開

２５

演
（
５
時　

分
開
場
・
ロ
ビ
ー

１０

コ
ン
サ
ー
ト
５
時　

分
〜
・
区

２０

後
援
）
�
杉
並
公
会
堂
（
上
荻

１
―　

―　

）
�
出
演
＝
指
揮

２３

１５

＝
�
日
本
吹
奏
楽
指
導
者
協
会

常
務
理
事
・
五
十
嵐
清
▽
曲
目

＝
吹
奏
楽
の
た
め
の
交
響
詩

「
ぐ
る
り
よ
ざ
」、フ
ル
ー
ト
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
（
天
野
正
道
委
嘱

作
品
）、
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
Ｓ
Ｗ
Ｏ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
・
ス

テ
ー
ジ
」ほ
か
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
都
立
杉
並
高

時

場

内
費

申

問

校
・
伊
東
�
３
３
９
１
‐
６
５

３
０杉

並
洋
舞
連
盟
公
演

　

�
�
３
月　

日
�
午
後
６
時

２９

〜
�　

日
�
午
後
３
時
〜
（
区

３０

共
催
）
�
バ
レ
エ
「
白
鳥
の
湖
」

第
二
幕
、
合
同
作
品
「
ヘ
ン
ゼ

ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
＆
魔
法
学
校

の
こ
ど
も
た
ち
」
�
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）
�

２２

３２

五
六
八
名
�
三
〇
〇
〇
円
（
全

席
自
由
）
�
・
�
電
話
で
、
杉

並
洋
舞
連
盟
・
小
波
�
３
３
３

７
‐
４
０
７
５
へ

◇
親
子
一
五
組
三
〇
名
を
無
料

招
待
（
両
日
と
も
）

　

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
・
二
人
一
組
）
に
希
望
日
も

書
い
て
、
３
月　

日
（
消
印
有

１０

時

内

場

定

費申

問

申

効
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１

１６６

―　

―　

）
へ
（
抽
選
）
�
同

２２

３２

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

２
１

�
　

夕
刻
、
東
の
空
に
最
も
明
る

く
輝
く
星
は
木
星
で
す
。
縞
   

模
し
ま

様
の
あ
る 
楕 
円
形
の
木
星
と
そ

だ

の
周
り
を
め
ぐ
る
四
大
衛
星
を

観
望
し
ま
す
。
ガ
リ
レ
オ
が
発

見
し
太
陽
系
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・

モ
デ
ル
と
考
え
た
姿
で
す
。

　

し
し
の
首
に
輝
く
二
等
星
γ

は
ア
ル
ギ
エ
バ
と
い
う
名
で

す
。
望
遠
鏡
で
見
る
と
黄
と
オ

レ
ン
ジ
の
美
し
い
二
つ
の
星
々

問

�
天
文
の
夕
べ

観
望
会
「
木
星
・
二
重

星
し
し
座
γ
星
」

ガ
ン
マ

�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������
�����������������

　

☆

　

�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
武
蔵
野
市
役
所
生
活
経
済

課
�
０
４
２
２
‐
６
０
‐
１
８

３
２

�
杉
チ
ャ
ッ
ト 

生
き
物
調
査
隊

　

区
内
の
生
態
系
を
知
る
た
め

野
外
で
、
実
際
に
講
義
を
行
い

な
が
ら
生
き
物
の
調
査
を
し
ま

費

申

問

す
。

　

寒
い
冬
か
ら
目
覚
め
た
生
き

物
を
探
し
に
、
探
検
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２２

３
時
（
雨
天
の
場
合
は　

日
）

２３

�
集
合
＝
荻
窪
小
学
校
建
設
予

定
地
（
宮
前
２
―
９
）
�
武
蔵

野
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
講

師
・
須
田
孫
七
�
小
学
生
（
三

年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）、中

時
場

師

対

学
生
、
高
校
生
�
四
〇
名
（
抽

選
）
�
三
〇
〇
円
（
保
険
料
、

ノ
ー
ト
代
な
ど
）
�
ハ
ガ
キ（
記

入
例
参
照
）に
学
年
も
書
い
て
、

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
み

１５

ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
杉
並
ビ

オ
ト
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
・
高
橋
佳
子
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
１
本
天
沼
１
―　

―
７
）
へ

２８

�
同
事
務
局
・
高
橋
�
３
２
２

３
‐
４
０
６
４

定

費

申

問

　

犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情

が
、
数
多
く
区
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
少
し
の
気
配
り

で
解
決
す
る
も
の
ば
か
り
で

す
。
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、
適
切
な
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
街
に
お
け
る
飼
い
方
の

マ
ナ
ー

◇
放
し
飼
い

　

小
型
犬
で
も
放
し
飼
い
は

危
険
で
す
。
リ
ー
ド
に
つ
な

ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
猫

の
場
合
で
も
、
感
染
症
や
交

通
事
故
な
ど
屋
外
は
安
全
な

場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
室

内
で
飼
育
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
フ
ン
の
放
置

　

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き

は
、
フ
ン
を
始
末
す
る
道
具

を
必
ず
携
帯
し
、
き
ち
ん
と

処
理
し
ま
し
ょ
う
。

◇
鳴
き
声

　

昼
夜
を
問
わ
ず
ほ
え
る
犬

の
場
合
は
、
散
歩
を
し
て
ス

ト
レ
ス
を
和
ら
げ
た
り
、
夜

間
は
室
内
に
入
れ
る
こ
と
で

改
善
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

◇
え
さ
や
り

　

お
な
か
を
す
か
せ
た
ノ
ラ

猫
に
え
さ
を
与
え
る
人
が
い

ま
す
が
、
食
べ
残
し
や
フ
ン

の
始
末
、
与
え
る
場
所
に
も

十
分
配
慮
し
近
隣
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
も

適
正
飼
育
を

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ

う
な
大
災
害
が
発
生
し
、
家

屋
倒
壊
な
ど
に
よ
り
避
難
生

活
（
区
立
小
中
学
校
が
震
災

救
援
所
と
な
り
ま
す
）
を
送

る
際
に
は
、
ケ
ー
ジ
に
収
容

す
る
な
ど
し
て
ペ
ッ
ト
と
同

行
避
難
し
、
避
難
場
所
で
の

飼
育
も
飼
い
主
の
責
任
で
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
（
飼
育
場
所
と
し
て
、

区
が
屋
外
テ
ン
ト
を
設
置
し

ま
す
）。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
人
と

動
物
が
円
滑
な
避
難
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
普
段
か
ら
飼

い
主
は
モ
ラ
ル
を
守
り
、
適

正
飼
育
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

※
区
で
は
、　

年　

月
、
東

１４

１２

京
都
獣
医
師
会
杉
並
支
部

と
、
災
害
時
に
お
け
る
負

傷
し
た
飼
育
動
物
（
い
わ

ゆ
る
危
険
動
物
を
除
く
）

の
応
急
手
当
や
、
避
難
場

所
の
公
衆
衛
生
活
動
に
協

力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

災
害
時
の
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
大
災
害
が
発
生

し
た
際
は
、
状
況
に
応
じ

て
、
震
災
救
援
所
五
カ
所

程
度
に
負
傷
動
物
救
護
所

を
設
置
し
、
救
護
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

�
杉
並
保
健
所
生
活
衛
生

課
�
３
３
９
１
‐
１
９
９
１

問

�
　

�
３
月　

日
�
午
後
０
時

１７

　

分
〜　

分
�
区
役
所
一
階

１０

５０

ロ
ビ
ー
�
出
演
＝
テ
ノ
ー
ル

◇
区
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

時

場

内

＝
上
原
正
敏
、
日
本
フ
ィ
ル

弦
楽
四
重
奏
団
▽
曲
目
＝
ビ

バ
ル
デ
ィ
＝
「
四
季
」
よ
り

「
春
」
第
一
楽
章
、
さ
く
ら

変
奏
曲
、
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
＝

歌
劇
「
愛
の
妙
薬
」
よ
り

「
人
知
れ
ぬ
涙
」、ナ
ポ
リ
民

謡
「
コ
ー
レ
ン
グ
ラ
ー
ト
」、

成
田
為
三
＝
浜
辺
の
歌
、
日

本
民
謡
＝
八
木
節
�
無
料
�

当
日
、
直
接
会
場
へ 費

申

◇
平
和
ポ
ス
タ
ー
・
東
京

大
空
襲
写
真
パ
ネ
ル
展

　

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

描
い
た　

年
度
ポ
ス
タ
ー
コ

１４

ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
三
〇
点

と
戦
争
の
悲
惨
な
状
況
を
記

録
し
た
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示

し
ま
す
。

　

�
３
月　

日
�
〜　

日

１０

２６

�
、
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

☆

　

�
文
化
・
交
流
課
男
女
共

同
参
画
推
進
担
当

時
場

問

す
。
二
つ
目
昇
進
で
勢
い
の
あ

る
若
手
落
語
家
の
落
語
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
開

１５

演
（
１
時　

分
開
場
）
�
五
〇

３０

〇
円
（
会
員
割
引
な
し
）
�
杉

並
会
館
（
上
荻
３
―　

―
５
）

２９

�
・
�
文
化
・
交
流
協
会
文
化

係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５（
先

着
順
）わ

い
わ
い
バ
ザ
ー

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１６

３
時
�
西
荻
あ
っ
と
ホ
ー
ム

（
西
荻
北
２
―　

―
２
西
島
ビ

１２

ル
二
階
）
�
日
用
品
・
雑
貨
・

衣
類
な
ど
の
販
売
�
ス
ラ
ッ
シ

ュ
（
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
）
�
５
３
９
７
‐

０
６
４
４

�
　

�
３
月　

日
�
〜　

日
�
午

２１

２３

前　

時
〜
午
後
９
時
�
武
蔵
野

１１
商
工
会
館
（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺

本
町
１
―　

―
７
）、武
蔵
野
公

１０

会
堂
（
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町

１
―
６
―　

）
な
ど
�
ト
ー
ク

２２

シ
ョ
ー
、
ア
ニ
メ
上
映
・
コ
ン

サ
ー
ト
・
お
も
ち
ゃ
市
場
な
ど

◇
「
サ
ヨ
ナ
ラ
、
み
ど
り
が
池
」

ア
テ
レ
コ
体
験

　

杉
並
ア
ニ
メ
振
興
協
議
会
が

制
作
中
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ

「
サ
ヨ
ナ
ラ
、
み
ど
り
が
池
」

の
声
優
に
挑
戦
！

　

�
３
月　

日
�
・　

日
�
の

２２

２３

午
後
１
時
〜
２
時
�
武
蔵
野
商

工
会
館
�
声
優
・
福
島
お
り
ね

時

費
場

申

問
時

場

内

問

吉
祥
寺
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３

時

場内

時

場

師

に
分
解
し
ま
す
。
周
期
七
〇
〇

年
で
お
互
い
の
周
り
を
回
る
連

星
と
し
て
有
名
で
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１５

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

�
科
学
館（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

小
学
四
年
生
以
上
の
方
（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
�
一

四
〇
名
（
先
着
順
）
�
無
料
�

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
同
館
�

３
３
９
６
‐
４
３
９
１
�
雨
天
・

曇
天
の
場
合
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
「
天
文
の
話
」
を
し
ま
す

親
子
で
楽
し
む
声
楽
コ

ン
サ
ー
ト

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１７

４
時
（
区
後
援
）
�
さ
ん
じ
ゅ

阿
佐
谷
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―

１
）
�
出
演
＝
声
楽
家
・
こ
ば

た
け
エ
マ
、
新
宅
律
子
�
２
歳

児
と
そ
の
保
護
者
�
二
〇
組

（
先
着
順
）
�
・
�
電
話
で
、

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
１
‐
０
１
１
６
へ

杉
並
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
席

　

�
３
月　

日
�
昼
の
部
＝
午

１５

後
２
時
開
演（
１
時　

分
開
場
）

３０

／
夜
の
部
＝
午
後
６
時
開
演

（
５
時　

分
開
場
・
区
後
援
）

３０

�
出
演
＝
立
川
談
幸
ほ
か
�
セ

シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
�
無
料
�
当
日
、
直
接
会

３２場
へ
�
�
杉
並
法
人
会
�
３
３

１
２
‐
０
９
１
２

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し 

若
手
あ
と
お
し
落
語
会

「
笑
福
亭
里
光
」
勉
強
会

　

皆
さ
ん
の
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
こ
の
落
語
会
も
四
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
今
回
は
、「
笑
福
亭
里
光
」
が

ネ
タ
お
ろ
し
二
連
発
で
登
場
で

時
場対

定

費

申

問
他

時

場

内

対

定

申

問

時
内

場

費

申

問

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢　E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

▲笑福亭　里光

▲上原　正敏
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�
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

男
女
共
同
参
画
社
会
と

い
う
け
れ
ど
〜
男
の
本

音
・
女
の
本
音
〜

　

世
の
中
、思
っ
て
は
い
て
も
、

な
か
な
か
口
に
出
せ
な
い
こ
と

が
多
い
も
の
。
真
の
男
女
共
同

参
画
社
会
を
推
進
す
る
た
め

に
、
本
音
で
考
え
、
語
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１８

３０

分
〜
８
時　

分
�
男
女
平
等
推

３０

進
セ
ン
タ
ー
�
パ
ネ
リ
ス
ト
＝

日
本
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
理
事
・

海
老
原
暁
子
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
豊
田
正
義
／
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
＝
東
京
女
子
大
学
現
代

文
化
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

時

場
師

ン
学
科
助
手
・
竹
下
美
穂
�
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
�

無
料
�
三
〇
名
�
往
復
ハ
ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必

１２

着
）
ま
で
に
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
１
―　

―
３　

３
３
９
３
‐

５６

FAX

４
７
１
４
）
へ
�
同
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０
�
託

児
（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ
り

居
場
所
を
つ
く
り
上
げ

て
き
た
先
輩
の
話
を
聴

き
ま
せ
ん
か　
　

　

居
場
所
づ
く
り
を
す
る
時
の

参
考
に
な
る
話
で
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１５

５
時
�
荻
窪
体
育
館
（
荻
窪
３

―　

―
２
）
�
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

４７
ス「
た
ま
り
ば
」・
西
野
博
之
、ひ

対
費

定

申問

他

時
場

師

き
こ
も
り
を
考
え
る
会
・
大
塚

史
子
ほ
か
�
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
�
四
〇
名（
先
着
順
）

�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ

�
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
７
‐
６
６
２
１
�
１
歳
か
ら

の
託
児
、
要
約
筆
記
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

杉
並
で
く
ら
す
外
国
人
の

た
め
の
に
ほ
ん
ご
教
室

　

基
本
的
な
日
常
会
話
と
読
み

書
き
を
習
熟
度
別
の
班
で
学
び

ま
す
。

　

�
４
月　

日
〜
６
月　

日
の

１１

２７

毎
週
火
・
金
曜
日
（
休
み
あ
り
・

計
二
〇
回
）
午
後
６
時　

分
〜

３０

８
時　

分
�
セ
シ
オ
ン
杉
並

３０

（
梅
里
１
―　

―　

）
�
月
二

２２

３２

〇
〇
〇
円（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
）

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

対定

費

申

問

他

時

場

費

申

参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

３１

ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―

１６６

　

―　

）
へ
�
同
セ
ン
タ
ー
�

２２

３２

３
３
１
７
‐
６
６
２
１
�
�
託

児
あ
り
�
４
月
８
日
�
午
後
６

時　

分
よ
り
順
次
、
面
接
を
行

３０
い
ま
す

�
わ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「
引
き
こ
も
り
と
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
考
え

る
」
公
開
講
演
会

　

青
少
年
の
不
登
校
・
引
き
こ

も
り
と
い
う
現
象
の
理
解
を
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
や
「
自
律

／
自
立
」
の 
捉 
え
直
し
と
い
う

と
ら

面
か
ら
、
深
め
て
い
き
ま
す
。

（
区
後
援
）

　

�
３
月
８
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
�
セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
―　

―　

）
�
・

２２

３２

問

他

時

場

内

�
問
題
提
起
＝
「
不
登
校
・
引

き
こ
も
り
の
現
状
と
課
題
」（
日

本
女
子
大
学
助
教
授
・
坂
田

仰
）、
講
演
＝
「『
死
』
を
通
し

て
『
生
』
を
考
え
る
」（
医
師
・

中
村
博
志
）、「 
障
碍 
者
の
在
宅

し
ょ
う
が
い

就
労
と
そ
の
協
働
で
見
え
て
き

た
共
有
意
識
」（
ケ
イ
ワ
ー
ク
代

表
・
横
坂
敏
彦
）
�
一
〇
〇
名

（
先
着
順
）
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

知
の 
市 
庭
   

�
０
４
２
２
‐
２
４
‐

い
ち 

ば

３
４
４
０

�
郷
土
史
講
座 

荒
玉
水
道
の
沿
革

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１６

３０

分
〜
４
時
（
区
後
援
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
郷
土
史
家
・
真
板
道
夫
�
七

〇
名
�
五
〇
〇
円
（
会
員
三
〇

〇
円
）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ

�
杉
並
郷
土
史
会
・
原
田
�
３

３
１
２
‐
６
６
２
３

�
み
ど
り
の
講
座 

自
然
観
察
会

　

�
３
月　

日
�
午
前
の
部
＝

２６

午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
の
部

１０

＝
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

�
善
福
寺
川
沿
い
（
大
宮
八
幡

宮
か
ら
尾
崎
橋
）
�
山
室
京
子

ほ
か
�
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
�
各
部
三
〇
名（
抽
選
）

�
無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
希
望
す
る
部

も
書
い
て
、
３
月　

日
（
消
印

１０

有
効
）
ま
で
に
公
園
緑
地
課
み

ど
り
の
係
へ
�
同
係

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座 

悪
質
商
法
に
ご
注
意
！

　

「
美
し
い
ス
タ
イ
ル
に
な

る
」、「
肌
が
き
れ
い
に
な
る
」。

そ
ん
な
言
葉
に
誘
わ
れ
て
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
、
法
律
や
知

師

定

費

申

問

時

場

師

定

費
申

問
時

場

師

対
定

費

申

問

識
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１９

３０

分
〜
８
時　

分
�
消
費
者
セ
ン

３０

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

�
東
京
都
消
費
者
啓
発
員
・
武

田
幸
子
�
五
〇
名
（
抽
選
）
�

無
料
�
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
３
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
）
へ
�
同
課
�
３
３
１
４
‐

３
６
４
３

あ
な
た
の
帽
子
を
手
作

り
で

　

不
用
に
な
っ
た
布
や
服
か
ら

帽
子
を
作
り
ま
し
ょ
う
。　

　

�
４
月
４
日
〜
７
月　

日
の

１８

第
一
・
三
金
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
（
計
八
回
）
�

３０

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�

一
二
名
�
毎
回
五
〇
〇
円
（
材

料
費
初
回
の
み
一
六
五
〇
円
）

�
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

１７

ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井

１６８

戸
東
３
―
７
―
４
）
へ
�
同
ひ

ろ
ば
�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０

（
水
・
木
曜
休
館
）

春
休
み
親
子
手
作
り
お

や
つ
教
室

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
〜
４
時
�
阿
佐
谷
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

）
�
お
菓
子
教
室
主
宰
・

１７
高
田
い
つ
み
�
区
内
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
�
一
二
組

二
四
名
（
抽
選
）
�
一
人
五
〇

〇
円
�
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
）
へ
�
同
課
�
３
３
１
４
‐

３
６
４
３

時

場

師

定

費

申
問

時

場定

費

申

問

時

場
師

対

定
費

申
問

歯
周
病
予
防
教
室

　

�
・
�
・
�
右
表
の
と
お
り

�
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高

円
寺
南
３
―　

―　

）
�
区
内

２４

１５

在
住
の
方
�
二
五
名
�
・
�
電

話
で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ（
先

着
順
）

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム 

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

　

�
講
義
＝
３
月
２
日
�
・
６

日
�
・　

日
�
／
実
習
＝
６
日

１５

〜　

日
の
間
の
一
日
�
講
義
＝

１４
高
円
寺
障
害
者
交
流
館
（
高
円

寺
南
２
―　

―　

）
�
ヘ
ル
パ

２４

１８

ー
二
級
以
上
資
格
保
持
者
で
、

修
了
後
、
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
意
志
の

あ
る
方
�
三
〇
名
�
受
講
料
二

万
八
〇
〇
〇
円
、
テ
キ
ス
ト
代

二
五
〇
〇
円
�
・
�
電
話
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
と
も
に
生
き
る

�
５
３
１
１
‐
５
９
３
１
へ

�
栄
養
健
康
講
習
会 

朝
食
を
し
っ
か
り
と
ろ
う

　

�
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１３

１０

正
午
�
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

時

内

師

場

対

定

申

問

時

場対

定

費

申

問

時
場

（
和
泉
４
―　

―
６
）
�
朝
食

５０

に
つ
い
て
の
講
義
・
調
理
実
演

（
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
）
�
区

内
在
住
の
方
�
二
五
名
�
無
料

�
・
�
電
話
で
、
和
泉
保
健
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９
３
３

１
へ
（
先
着
順
）

�
生
活
習
慣
病
予
防
教
室 

肥
満
予
防
教
室

　

�
・
�
・
�
右
表
の
と
お
り

�
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉

４
―　

―
６
）
�
区
内
在
住
の

５０

方
�
二
五
名
�
無
料
�
・
�
電

話
で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先

着
順
）

�
和
泉
健
康
塾 

骨
粗
し
ょ
う
症
の
話

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１４

４
時
�
方
南
会
館
（
和
泉
４
―

　

―
５
）
�
東
京
都
老
人
総
合

４２研
究
所
研
究
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
・
腰
原
康
子
�
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
�
四
〇
名
�
無
料

�
・
�
電
話
で
、
和
泉
保
健
セ

ン
タ
ー
�
３
３
１
３
‐
９
３
３

１
へ
（
先
着
順
）

内
対

定

費

申

問
時

内

師

場

対

定

費

申

問

時
場

師

対

定

費

申

問

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈歯周病予防教室〉
講　　　師内　　　容日　時

日本大学歯学部
医療人間科学教室
　教授　尾崎　哲則

なりたくない歯周病！―
歯周病を理解しよう・講
義編―

３月
１９日π

高円寺保健センター
歯科衛生士

負けるもんか歯周病！―
歯周病を予防しよう・実
技編ー

２６日π

※時間は、いずれも午前１０時～正午。

〈肥満予防教室〉
講　　　師内　　　　容日　時

内科医師　　
　　　　村田　敦子

肥満のメカニズムを知って
生活習慣病を予防しよう

３月
１４日ª

管理栄養士
　　　平野　美由紀

減量のための食生活　　　
ヘルシーメニューの紹介２５日∏

和泉保健センター
　　栄養士・保健師

理想体重を維持するための
コツ３１日∑

※時間は、いずれも午前１０時～正午。

環
境
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
地
域
や
学
校
で
進
め
る
た

め
に
必
要
な
知
識
・
方
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

　

受
講
を
修
了
し
た
方
に
は

環
境
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

�
・
�
・
�
�
３
月　

日
１４

�
午
後
１
時
〜
４
時
＝
「
環

境
に
配
慮
し
た
行
動
を
起
こ

し
、広
げ
る
た
め
に
」（
森
良
）

�　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

１７

３０

３
時　

分
＝
「
こ
れ
だ
け
は

３０

知
っ
て
お
き
た
い
杉
並
の
ご

時

内

師

み
事
情
・
初
級
」（
大
橋
と
も

子
）
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
４
）
�
三
〇
名
�
各
一
〇

〇
円
（
資
料
代
）
�
・
�
電

話
で
、
３
月　

日
ま
で
に
リ

１１

サ
イ
ク
ル
協
会
�
５
３
７
３

‐
８
９
４
１
へ（
先
着
順
、日
・

月
曜
休
業
）

�
入
り
口
い
ろ
い
ろ
ぼ
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ　

そ
の
１ 

ヤ
ゴ
救
出
大
作
戦

　

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
参
加
し
て

み
よ
う
と
お
考
え
の
方
を
対

象
に
、
毎
月
一
回
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
、
講
座
を
開
催

場
定

費申

問

し
ま
す
。

　

今
回
は
環
境
に
関
わ
る
活

動
を
続
け
る
講
師
に
お
話
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

の
素
朴
な
疑
問
・
相
談
な
ど

に
も
応
じ
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
今
か
ら
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
一
緒
に
み
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時

１６

　

分
〜
３
時　

分
�
杉
並
Ｎ

３０

３０

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南

１
―　

―　

）
�
杉
並
の
環

４７

１７

境
を
よ
く
す
る
会
・
浅
岡
八

枝
子
�
二
〇
名
（
先
着
順
）

�
無
料
�
・
�
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
同
セ
ン
タ
ー

時

場
師

定

費

申

問

�
５
３
０
６
‐
３
９
３
９
・

　

５
３
０
６
‐
６
５
９
７
へ

FAX�
大
気
汚
染
講
演
会 

東
京
都
の
大
気
汚
染
の

現
状
と
課
題

　
　

年
度
に
当
会
が
行
っ
た

１４
二
酸
化
窒
素
測
定
の
結
果
報

告
と
、
都
の
大
気
汚
染
測
定

事
業
の
実
情
や
今
後
の
課
題

や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
す
。（
区
後
援
）

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時

１８

　

分
〜
４
時
�
消
費
者
セ
ン

３０タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
�
３
３
１
４
‐
３
６
４
３
）

�
都
環
境
局
広
域
監
視
課

長
・
中
村
真
一
�
五
〇
名（
先

着
順
）
�
無
料
�
当
日
、
直

接
会
場
へ
�
大
気
汚
染
測
定

連
絡
会
・
渡
辺
�
３
３
３
７
‐

３
０
６
５

時

場

師

定

費

申

問

環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報
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�
�
�

会
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
呼
び
か

け
る
ほ
か
、
募
金
箱
を
公
園
緑

地
課
（
区
役
所
西
棟
四
階
）
に

設
置
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
緑
化
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

�
公
園
緑
地
課
管
理
係

天
沼
会
議
室
の
利
用
休

止
　

統
一
地
方
選
挙
の
不
在
者
投

票
所
と
な
る
た
め
、
天
沼
会
議

室
（
天
沼
２
―　

―　

）
の
和

３０

１０

室
は
４
月
４
日
�
〜　

日
�
ま

２７

問

で
利
用
で
き
ま
せ
ん

　

�
荻
窪
地
域
活
動
係
�
３
３

９
８
‐
８
２
６
１

高
井
戸
地
域
活
動
係
の

移
転

　

高
井
戸
区
民
事
務
所
内
の
高

井
戸
地
域
活
動
係
は
、
移
転
に

よ
り
３
月　

日
�
か
ら
高
井
戸

２４

市
民
セ
ン
タ
ー
一
階
で
業
務
を

開
始
し
ま
す
。

　

�
新
所
在
地
＝
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
�

同
係
�
３
３
３
３
‐
５
３
９
９

（
電
話
は
変
更
な
し
）

問場

問

◇
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動

　

�
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

�
随
時
通
信
�
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
出
席
�
施
設
見
学
会

（
�
�
は
区
政
モ
ニ
タ
ー
の

み
）

◇
応
募
方
法

　

�
任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら

　

年
３
月
末
ま
で
�
区
内
在

１６住
で
、　

年
４
月
１
日
現
在

１５

　

歳
以
上
の
方
（
日
本
語
の

２０読
み
書
き
が
で
き
る
外
国
人

を
含
む
。
区
政
モ
ニ
タ
ー
経

験
者
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
職
員
・
議
員
を
除
く
）
�

謝
礼
▽
�
区
政
モ
ニ
タ
ー
＝

年
額
一
万
三
〇
〇
〇
円
（
予

定
）
を
限
度
に
、
会
議
出
席

回
数
な
ど
実
績
に
応
じ
て
お

支
払
い
し
ま
す
�
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
区
政
モ
ニ
タ
ー
＝
一

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
き
、

五
〇
〇
円
分
の
図
書
券
を
、

年
度
末
に
ま
と
め
て
お
送
り

時

対

内

し
ま
す
�
各
五
〇
名
�
�
区

政
モ
ニ
タ
ー
＝
「
杉
並
区
政

に
思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

作
文
（
書
式
・
字
数
は
自
由
）

を
書
い
て
、
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生
年
月
日
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
３
月　

日
（
消
印

１０

有
効
）
ま
で
に
区
政
相
談
課

へ
�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
区
政

モ
ニ
タ
ー
＝
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
ご
意
見
・
ご
要
望
」中「
区

政
へ
の
要
望
入
力
フ
ォ
ー
ム

タ
イ
ト
ル
欄
」
に
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
区
政
モ
ニ
タ
ー
希

望
」
と
記
入
し
、
本
文
欄
に

生
年
月
日
・
職
業
と
「
杉
並

区
政
に
思
う
こ
と
」（
四
〇
〇

字
以
内
）
を
入
力
し
て
、
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
の
う
え
、
３
月　

日
ま
で

１０

に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
�
区

政
相
談
課 定

申
問

１５年度

区
立
幼
稚
園
パ
ー
ト
タ

イ
ム
介
助
員

　

�
区
立
幼
稚
園
に
通
う
、
障

害
の
あ
る
幼
児
の
園
生
活
に
お

け
る
安
全
管
理
お
よ
び
介
助
▽

勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
か
ら
一

年
間
▽
勤
務
日
・
時
間
＝
園
児

登
園
日
・
実
働
六
時
間
▽
資
格

＝
幼
稚
園
教
諭
免
許
ま
た
は
保

育
士
資
格
取
得
者
・
保
育
園
や

幼
稚
園
で
保
育
や
介
助
な
ど
の

実
務
経
験
が
あ
る
方
▽
募
集
人

員
＝
若
干
名
▽
時
給
＝
一
一
三

〇
円
〜
一
二
三
〇
円
（　

年
度

１５

予
定
）▽
そ
の
他
＝
有
給
休
暇
、

交
通
費
支
給
（
月
額
一
万
円
限

度
）、社
会
保
険
全
員
加
入
�
写

内

申

真
を
は
っ
た
履
歴
書
と
資
格
証

明
書
を
、
３
月　

日
（
必
着
）

１４

ま
で
に
学
務
課
学
事
係
（
区
役

所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
�
学
務
課
学
事
係

�
和
田
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

　

�
勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
介
護
▽
勤
務
日
＝
週
三

日
程
度
▽
勤
務
時
間
＝
�
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
�

４５

１５

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
▽

３０

時
給
＝
�
九
五
〇
円
�
九
〇
〇

円
（
�
�
で
勤
務
内
容
に
若
干

の
差
が
あ
り
ま
す
）
▽
募
集
人

数
＝
各
一
名
程
度
�
履
歴
書
を

３
月　

日
ま
で
に
和
田
ふ
れ
あ

１５

い
の
家
（
〒　

‐
０
０
１
２
和

１６６

田
３
―　

―
４
）
へ
�
同
ふ
れ

５２

あ
い
の
家
�
３
３
１
２
‐
９
５

５
６

�
八
成
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
介
護
職
員

　

�
職
種
＝
�
運
転
職
員
�
介

護
職
員
▽
勤
務
日
＝
�
日
曜
・

問
内

申
問

内

金
曜
を
除
く
各
曜
日（
応
相
談
）

�
応
相
談
▽
勤
務
時
間
＝
�
午

前
８
時　

分
〜　

時
お
よ
び
午

３０

１１

後
２
時　

分
〜
５
時
（
実
働
五

３０

時
間
）
�
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
（
実
働
八
時
間
）

３０

▽
時
給
＝
九
〇
〇
円
▽
募
集
人

員
＝
若
干
名
�
・
�
電
話
で
、

八
成
ふ
れ
あ
い
の
家
�
５
３
１

１
‐
３
６
３
７
へ

�
生
涯
学
習
活
動 

指
導
者
傷
害
保
険
加
入

者
　

�
保
険
期
間
＝
４
月
１
日
〜

　

年
４
月
１
日
▽
対
象
＝
区
内

１６に
活
動
の
拠
点
を
置
い
て
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち

づ
く
り
な
ど
生
涯
学
習
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
責
任
者
ま
た

は
指
導
者
で
、
無
報
酬
の
方
�

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、

１７

社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
（
区
役

所
東
棟
六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
�
同
課
�
保
険
料
は
区
が

全
額
負
担
し
ま
す

杉
の
樹
大
学
学
生

　

杉
の
樹
大
学
は
新
年
度
よ

り
、
運
営
母
体
が
高
齢
者
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ
」
に

変
わ
り
ま
す
。

　
　

年
度
は
「
外
へ
出
よ
う
」

１５
を
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。
学
習
と

地
域
活
動
を
通
じ
て
仲
間
づ
く

り
を
し
、
自
己
啓
発
を
目
指
す

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

�
５
月
〜　

年
３
月
（
月
二

１６

〜
四
回
）
毎
週
水
曜
日
の
午
前

　

時
〜
正
午
�
主
な
科
目
＝

１０「
ふ
る
さ
と
杉
並
・
神
田
川
」

「
実
践
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

「
音
を
楽
し
む
」「
ホ
ー
ル
・
劇

場
の
研
究
」「
自
分
旅
を
つ
く
ろ

申

問

内

申

問

他

時

内

う
」「
健
康
講
座
（
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
う
つ
対
策
）」
な
ど
�
高
齢

者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
�

区
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

（
既
に
受
講
し
た
方
も
応
募
可
）

�
五
〇
名
（
男
女
各
二
五
名
・

書
類
選
考
）
�
無
料
（
た
だ
し

教
材
費
な
ど
は
各
自
負
担
）
�

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参

照
）
に
受
講
経
験
の
有
無
と
簡

単
な
応
募
理
由
も
書
い
て
、
３

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

３１
Ｏ
法
人
・
杉
の
樹
カ
レ
ッ
ジ（
〒

　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―

１６８７
―
５
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
�
同
カ
レ
ッ
ジ
�

３
３
３
４
‐
０
９
２
８
（
毎
水

曜
午
前　

時
〜
正
午
）
�
入
学

１０

案
内
は
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
・
敬
老
会
館
・
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
ま
す

杉
い
き
連
大
学
受
講
者　

　

杉
い
き
連
大
学
は
「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
（
旧
老
人
ク
ラ
ブ
）」

会
員
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

発
足
し
、
教
養
を
高
め
る
た
め

に
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
は
毎
年
４
月
か
ら
始
ま

り
、
学
科
別
に
原
則
と
し
て
月

二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。　

年
１５

度
の
新
規
募
集
を
次
の
各
科
目

に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

　

な
お
、「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
会

員
」
で
は
な
い
方
は
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
授

業
見
学
後
も
可
）。

　

�
学
科
名
・
定
員
＝
�
国
文

学
（
六
〇
名
）
�
水
墨
画
（
四

〇
名
）
�
書
道
（
午
前
・
午
後

の
部
各
四
〇
名
）
�
俳
句
（
三

〇
名
）
�
�
〜
�
＝
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東

３
―
７
―
５
）
�
＝
高
円
寺
北

敬
老
会
館
（
高
円
寺
北
３
―　
２０

―
８
）
�
年
間
一
万
円
（
前
期
・

場

対

定

費

申

問

他

内

場費

後
期
分
納
）
�
・
�
電
話
で
、

大
島
�
３
３
３
８
‐
４
６
３
０

ま
た
は
所
�
３
３
３
８
‐
１
５

３
７
へ

�コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
購
入

費
の
助
成

　

区
で
は
、
生
ご
み
や
落
ち
葉

な
ど
を
土
中
の
微
生
物
の
は
た

ら
き
に
よ
り
た
い
肥
に
つ
く
り

か
え
る
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の

購
入
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
区
が
指
定
す
る
あ
っ
せ
ん

品
が
助
成
対
象
と
な
り
、
あ
っ

せ
ん
価
格
の
半
額
を
助
成
し
ま

す
。
一
世
帯
あ
た
り
年
度
内
に

一
個
、
三
年
度
内
に
二
個
ま
で

の
助
成
と
な
り
ま
す
。

申

問

　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
（
区
役

所
西
棟
一
〇
階
）
で
容
器
を
展

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を

お
持
ち
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ

い
。
申
請
書
類
の
郵
送
を
ご
希

望
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
に
九

〇
円
切
手
を
は
り
、
送
付
先
を

記
入
し
て
同
係
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り

出
せ
ま
す
。

　

�
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
�
�

購
入
後
の
容
器
の
返
品
・
交
換

は
で
き
ま
せ
ん
�
同
一
年
度
内

に
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
と
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
両
方
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１２

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
建
築
課

建
築
監
理
係
�
図
面
な
ど
が
あ

る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
無
料
で
行
う
と
い
う
業
者

が
い
ま
す
。
耐
震
診
断
に
つ
い

て
の
印
刷
物
な
ど
を
配
布
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
う
し
た
業
者
は
区
と
は

一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審

に
思
っ
た
ら
、
早
め
に
区
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�
建
築
課
建
築
監
理
係

�緑
の
募
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

３
月
１
日
〜
５
月　

日
は
、

３１

春
期
「
緑
の
募
金
」
期
間
で
す
。

　

春
の
募
金
は
、
町
会
・
自
治

問

他

時
場

申

問

他

問

コンポスト容器の購入費助成
助成金額あっせん価格容量大きさ（�）型　式メーカー

２９５０円５９００円７０ Î４５×４５×
６８．６（高さ）

コンポスタ
ーＤ－７０

東洋テ
ルミー ３０６０円６１２０円１３０ Î６０（直径）

×６６（高さ）
コンポスタ
ー１３０型

３１５０円６３００円
１９０ Î７２（直径）

×７１（高さ）
コンポスタ
ー１９０型

１２０ Î６５（直径） 
×６９．２（高さ）

コンポエー
ス１２０－Ｎ

アロン
化　成 ▲コンポエース１２０―N

◆４月の胃がん検診◆

申 込 方 法対　象実施日時会場・定員・費用

希望日の２週間前の火曜
日までにハガキで杉並区
医師会胃がん検診担当（〒
１６６‐０００４阿佐谷南３‐４８
‐８@３３９２‐４１１４）へ。問い
合わせは、健康推進課@

３３９１‐１０１５へ

３５歳以
上の区
民

４月の木・
金・土曜日
午前９時
～午前中

保健医療センター
（荻窪５‐２０‐１）
定員＝４０名
費用＝１０００円

（注）１．自己負担金（１０００円）がかかりますので、受診会場でお支払いく
ださい。なお、生活保護受給世帯の方は負担金が免除されます。２．
次のA～Dに該当する方は、申し込みをご遠慮ください。A胃の手術
を受けたことのある方B現在、胃および十二指腸の疾病治療中または
経過観察中の方C妊娠中の方（または妊娠の可能性のある方）Dおお
むね１年以内に区実施の胃がん検診を受けた方。３．ハガキ（１人１
枚）に「４月の胃がん検診」と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生
年月日・年齢（１６年３月３１日現在）・受診希望日を書いてください。
申込締切日は必着。４．申し込み多数の場合は、抽選。受診の可否・
受付時間は、後日連絡します。



NO.1629 ●６

杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１５（２００３）年３月１日（土曜日）

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

０
・
�
３
２
２
０
‐
１
２
１
１
・

Ｅ
メ
ー
ルs

u
g
in
a
m
i@
to
k

y
o
-c
c
i.o
r.jp

へ
�
同
支
部

★
子
ど
も
の
養
育
家
庭

　

子
ど
も
は
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か

ら
、
家
庭
的
な
温
か
い
雰
囲
気

の
中
で
、
愛
情
を
も
っ
て
は
ぐ

く
ま
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
現
在
、
親
の
離
婚
、
家

出
、
病
気
、
虐
待
な
ど
の
た
め

に
、
家
庭
で
の
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

が
、
児
童
養
護
施
設
や
乳
児
院

で
養
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
で
は
こ
う
し
た
子
ど
も
た

ち
を
、
一
定
の
期
間
、
家
庭
に

迎
え
、
温
か
い
家
族
関
係
の
中

で
育
て
て
い
た
だ
く
「
養
育
家

庭
制
度
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問

�★
Ｉ
Ｔ
社
会
の
情
報
通
信
の
守

り
方

　

経
営
者
・
管
理
職
の
方
対
象

の
、
情
報
通
信
の
安
全
管
理
を

や
さ
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

４
時
�
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

）
�
�
ヒ
ュ

１９

ー
コ
ム
�
四
〇
名
�
無
料
�
フ

ァ
ク
ス
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
、
会
社
名
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

も
書
い
て
東
京
商
工
会
議
所
杉

並
支
部　

３
２
２
０
‐
１
２
１

FAX � �

時
場

師

定

費

申

　

こ
の
度
、　

年
度
に
お
け
る

１３

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
運
用
状
況
や
、
同
シ
ス
テ
ム

に
定
め
る
環
境
目
的
・
環
境
目

標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
た
「
杉
並
区
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
実
施
状
況

報
告
書
・
平
成　

年
度
版
」
を

１４

作
成
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
区
政
資
料
室
な
ど
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

�
環
境
課
計
画
係

◇
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

    
手
紙
、
フ
ァ
ク
ス　

３
３
１

FAX

２
‐
２
３
１
６
、
ま
た
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
環
境
課
計
画

係
へ
。

◇
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は    

　

企
業
や
行
政
機
関
な
ど
の
組

織
が
、
世
界
共
通
の
基
準
の
も

と
で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
継
続
的

改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る

こ
と
を
ね
ら
い
に
制
定
さ
れ
た

国
際
規
格
で
す
。

◇
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
は

　

環
境
配
慮
行
動
に
自
主
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
仕
組

み
で
、
計
画→

実
施→

検
証

→

見
直
し→
計
画
の
サ
イ
ク

ル
か
ら
な
り
ま
す
。

問

４
０

◇
都
市
計
画
変
更
案
の
公
示
お

よ
び
縦
覧

　

�
公
告
＝
３
月
５
日
�
▽
縦

覧
日
時
＝
３
月
５
日
�
〜　

日
１９

�
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
▽
縦

覧
場
所
＝
都
都
市
計
画
局
都
市

計
画
課
（
都
庁
第
二
庁
舎
二
一

階
南
側
）・
区
都
市
計
画
課

◇
環
境
影
響
評
価
書
案
お
よ
び

都
市
計
画
変
更
案
に
関
す
る
説

明
会

　

�
・
�
３
月　

日
�
午
後
７

１３

時　

分
〜
９
時
＝
富
士
見
丘
中

１５
学
校
（
久
我
山
２
―　

―
１
）

２０

／
３
月　

日
�
午
後
７
時　

分

１４

１５

〜
９
時
＝
国
学
院
大
学
久
我
山

高
等
学
校
（
久
我
山
１
―
９
―

１
）
�
都
都
市
計
画
局
都
市
基

盤
部
街
路
計
画
課
�
５
３
８
８

‐
３
２
９
３
／
都
建
設
局
道
路

建
設
部
計
画
課
�
５
３
２
０
‐

５
３
２
４　

�
東
京
都
市
計
画
道
路
放
射

第
五
号
線
（
高
井
戸
西
一
丁

目
〜
久
我
山
二
丁
目
間
）

◇
環
境
調
査
書
に
関
す
る
説
明

会
　

�
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１７

３０

分
〜
８
時　

分
�
富
士
見
丘
小

３０

学
校（
上
高
井
戸
２
―　

―　

）

１６

１３

�
都
建
設
局
道
路
建
設
部
計
画

課
�
５
３
２
０
‐
５
３
２
４　

杉
並
区
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
実
施
状
況
報
告
書

を
作
成
し
ま
し
た

　

区
役
所
は
、　

年　

月　

日

１３

１０

１２

に
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証

を
取
得
（
教
育
機
関
を
除
く
）

し
、
環
境
先
進
都
市
を
め
ざ
す

自
治
体
と
し
て
、
率
先
し
て
環

境
に
配
慮
し
た
行
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

内時

場
問

時

場

問

た
だ
く
た
め
に
年
限
を
設
け
ま

し
た

☆

　

�
事
業
所
の
所
在
地
を
担
当

す
る
保
健
セ
ン
タ
ー

�
東
京
都
市
計
画
道
路
放
射

第
五
号
線
（
久
我
山
二
丁
目

〜
久
我
山
三
丁
目
間
）

◇
環
境
影
響
評
価
書
案
の
公
示

お
よ
び
縦
覧

　

�
公
示
＝
３
月
５
日
�
▽
縦

覧
日
時
＝
３
月
５
日
�
〜
４
月

３
日
�
の
午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
４
時　

分
（
土
・
日
曜
日
お

３０

よ
び
祝
日
は
除
く
）
▽
縦
覧
場

所
＝
都
環
境
局
環
境
評
価
部
環

境
影
響
評
価
審
査
課
（
都
庁
第

一
本
庁
舎
北
塔
三
五
階
）
／
都

多
摩
環
境
事
務
所
（
立
川
市
錦

町
４
―
６
―
３
立
川
合
同
庁
舎

四
階
）
／
区
環
境
課
（
区
役
所

西
棟
七
階
）
▽
閲
覧
場
所
＝
高

井
戸
区
民
事
務
所
（
高
井
戸
西

２
―
５
―　

）
／
高
井
戸
区
民

１０

事
務
所
宮
前
分
室
（
宮
前
５
―

５
―　

）／
高
井
戸
図
書
館（
高

２７

井
戸
東
１
―　

―
１
）
�
都
環

２８

境
局
環
境
評
価
部
環
境
影
響
評

価
審
査
課
�
５
３
８
８
‐
３
４

問内

問

事
業
所
健
診
の
ご
案
内

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
内

事
業
所
で
働
く
方
の
た
め
の

「
事
業
所
健
診
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

健
診
は
毎
月
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
で
予
約
制
で
行
い
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
事
業
所

　

従
業
員
数
が
一
〇
名
前
後
の

事
業
所
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
対
象
で

す
）

◇
健
診
項
目

　

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
規
則

の
規
定
に
よ
る
検
査
項
目
、
保

健
指
導

◇
検
査
料
金

　

血
圧
・
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
は
無
料
、
そ
の
他
の
尿
・
血

液
検
査
・
診
断
書
な
ど
は
有
料

◇
健
診
結
果

　

健
康
管
理
者
の
方
に
健
康
診

断
個
人
票
を
お
渡
し
し
、
事
業

所
の
健
康
問
題
も
含
め
て
医
師

か
ら
説
明
し
ま
す

◇
受
診
年
限

　

二
年
間
と
し
ま
す
。
数
多
く

の
事
業
所
の
方
に
受
診
し
て
い

問合せ主な内容日　時審議
会名

審
議
会
等
の
お
知
ら
せ

区民生
活部地
域課

・ＮＰＯ支援基
金助成審査
・協働の推進に
関する今後の
あり方につい
て

３月１７日∑

午後１時～

ＮＰＯ
等活動
推進協
議会

※日時は変更する場合があります。

�

�
�
�
�
�
�
�
�

��

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に

は
、
手
続
が
必
要
で
す
。
受

付
は
誕
生
日
の
前
日
か
ら
で

す
。

　

必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て

は
左
記
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

★
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
年

金
が
国
民
年
金
だ
け
で
、
一

号
被
保
険
者
期
間
の
み
の
方

＝
区
役
所
国
民
年
金
課
年
金

給
付
係

★
国
民
年
金
の
三
号
被
保
険

者
期
間
の
あ
る
方
、
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
た

こ
と
の
あ
る
方
＝
杉
並
社
会

保
険
事
務
所
（
高
円
寺
南
２

―　

―
９
・
�
３
３
１
２
‐

５４
１
５
１
１
）

※
一
号
被
保
険
者
＝
自
営 

業
、
学
生
な
ど

※
三
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
・
各
種
共
済
年
金
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者

〈環境マネジメントシステムに係る13年度環境目的・環境目標の達成状況〉　（単位：件）
環境目標の達成状況環境

目標
環境
目的項目の区分項目

設定なし該当なし目標不達成目標達成
１４５５省エネルギー・省資源の推進

環
境
負
荷
軽
減
項
目

４４４大気汚染および水質汚濁の防止
１３４４化学物質などの適正管理

１１１環境に配慮した物品の購入およ
び物品の使用

２３５４環境に配慮した公共工事の実施

１３１３４ごみの発生抑制・リサイクルの
推進

８５１３１３みどりの保全環
境
保
全
項
目

１２３３水辺の創出
１４５５景観の保全
１３４４雨水流出抑制対策

６６６区民・事業者と行政の協働

１２１２４８６３５３合　　　　計　　

※報告書（本編）には、不達成項目の原因分析と改善方法を記載しています。

養
育
期
間
は
原
則
と
し
て
一
カ

月
か
ら
二
年
以
内
で
、
更
新
が

可
能
で
す
。

　

あ
な
た
も「
養
育
家
庭
さ
ん
」

と
し
て
、
社
会
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
を「
新
し
い
家
族
の
一
員
」

に
迎
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
養
子
縁

組
を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

�
杉
並
児
童
相
談
所
�
５
３

７
０
‐
６
０
０
１

★
自
動
車
フ
ロ
ン
券

　

オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
、「
フ
ロ
ン
回
収

破
壊
法
」
に
よ
り
、　

年　

月

１４

１０

１
日
か
ら
カ
ー
エ
ア
コ
ン
が
搭

載
さ
れ
た
車
を
廃
棄
処
分
す
る

際
に
は
、
所
有
者
が
「
自
動
車

フ
ロ
ン
券
」
に
よ
り
フ
ロ
ン
回

収
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
自
動
車
フ

ロ
ン
券
は
全
国
の
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ

問

ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル

Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
）
各
店
舗
で
購

入（
一
台
当
た
り
二
五
八
〇
円
）

で
き
ま
す
。
購
入
し
た
券
は
、

廃
棄
処
分
時
に
車
と
と
も
に
引

取
業
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

�
自
動
車
フ
ロ
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
�
５
５
３
２
‐
１
４
６

１
問

つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
　道路は、私たちの大切な生活空間です。次のことに注意し、
快適で安全な道路にしていきましょう
A道路に商品台を出したり販売したりしない
B看板やのぼり旗などを道路に置かない
C自転車やバイクを路上に放置しない
D電柱や道路工作物（道路標識など）にはり紙をしない
�各警察署交通規制係（杉並@３３１４‐０１１０／高井戸@３３３２‐
０１１０／荻窪@３３９７‐０１１０）
問

３月は道路交通環境整備強化月間です
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★
成
年
後
見
制
度
の
説
明
会

　

老
後
を
よ
り
安
心
し
た
生
活

に
す
る
た
め
の
説
明
会
で
す
。

　

�
３
月　

日
�
午
後
１
時　

１８

３０

分
〜
３
時　

分
�
阿
佐
谷
地
域

３０

区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―　

）
�
�
杉
並
区
社
会

４７

１７

福
祉
協
議
会
職
員
�
中
高
年
の

方
�
八
〇
名
�
無
料
�
当
日
、

直
接
会
場
へ
�
�
シ
ニ
ア
ル
ネ

サ
ン
ス
財
団
・
木
村
�
３
３
９

８
‐
８
１
９
５

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◇
ふ
す
ま
・
障
子
の
張
り
替
え

　

一
枚
か
ら
見
積
り
に
伺
い
ま

す
。

　

�
ふ
す
ま
＝
一
面
一
九
〇
〇

円
〜
▽
障
子
＝
並
一
面
一
五
〇

〇
円
〜
�
・
�
電
話
で
、
同
セ

ン
タ
ー
荻
窪
分
室
�
３
２
２
０

‐
９
８
０
４
へ

◇
小
学
生
の
た
め
の
学
習
教
室

　

�
期
間
＝
４
月
〜　

年
３
月

１６

▽
科
目
＝
国
語
・
算
数
▽
会
場
・

対
象
学
年
・
日
時
・
費
用
＝
左

時

場
師
（ 福 ）

対

定

費

申

問

費

申

問

内

表
の
と
お
り
�
�
杉
並
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
元

教
師
�
区
内
公
立
小
学
校
に
通

う
児
童
�
各
一
五
名
（
抽
選
）

�
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
学
校
名
・
学
年
・
児
童
名
・

保
護
者
名
も
書
い
て
、
３
月　
１４

日
（
必
着
）
ま
で
に
各
分
室
へ

�
各
分
室
�
学
期
ご
と
に
テ
キ

ス
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す◇
育
児
支
援
講
習
会

　

�
３
月　

日
�
・　

日
�
・

１７

１８

　

日
�
の
い
ず
れ
も
午
後
（
三

２０日
間
）
�
産
業
商
工
会
館
（
阿

佐
谷
南
３
―
２
―　

）
ほ
か
�

１９

区
内
在
住
の
お
お
む
ね　

〜　
６０

６５

歳
で
全
日
程
に
出
席
し
、
講
習

会
終
了
後
、会
員
と
し
て
育
児
・

保
育
関
連
の
仕
事
が
で
き
る
方

�
二
〇
名
�
無
料
�
電
話
で
、

３
月　

日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

１０

�
３
３
１
７
‐
２
２
１
７
へ
�

同
セ
ン
タ
ー
�
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
選
考 師

対
定

申問

他

時

場

対

定

費

申

問

他

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　

日
時
と
会
場
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
個
別
の
通
知
は

し
ま
せ
ん
。
お
手
元
の
予
防

接
種
冊
子
の
中
の
ポ
リ
オ
予

診
票
を
切
り
離
し
て
、
お
近

く
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。　
　

　

転
入
さ
れ
た
方
、
７
歳
６

カ
月
未
満
で
未
接
種
の
方
は

各
会
場
に
予
診
票
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
母
子
手
帳
持
参
）。

　

�
杉
並
保
健
所
保
健
予
防

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

�
発
熱
、
下
痢
、
急
性
疾
患

な
ど
当
日
の
予
診
結
果
に
よ

っ
て
は
接
種
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

問
他

�

�

�

�

��������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

世
紀
は
環
境
の
時
代
。

２１
環
境
問
題
に
、
地
球
規
模
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
区
立
の
小
・
中
学

校
や
図
書
館
、
体
育
館
な
ど

の
教
育
機
関
は
、
２
月　

日
１４

に
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
認
証
の
特
徴
は
、

小
・
中
学
校
や
そ
の
他
の
教

育
施
設
で
環
境
教
育
を
取
り

込
ん
だ
活
動
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
学
校
の
授
業

や
行
事
、
社
会
教
育
の
講
座

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

た
く
さ
ん
の
人
が
環
境
を
守

る
こ
と
に
気
づ
き
、
環
境
を

改
善
し
て
い
く
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

今
後
は
、
各
学
校
や
施
設

に
お
け
る
具
体
的
な
行
動
を

と
お
し
て
、
環
境
保
護
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

�
教
育
委
員
会
庶
務
課

（
教
育
機
関
Ｉ
Ｓ
Ｏ
担
当
）

※
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
…
企

　

業
や
行
政
機
関
が
、
継
続

　

的
に
環
境
保
全
に
努
め
る

　

た
め
の
組
織
体
制
に
つ
い

　

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準

　

化
機
構
）
が
定
め
た
規
格

　

で
す
。
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〈予　備　日〉
会　　場月　　日

荻窪保健センター５月８日∫・
　１９日∑・２２日∫

上井草保健センター　１２日∑

高円寺保健センター　１６日ª・２１日π

高井戸保健センター　８日∫

和泉保健センター　１４日π

〈１５年度　春のポリオ予防接種〉 

会　　　　　　　　場日　程
☆上井草保健センター（上井草３‐８‐１９）、☆高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）、高井戸第三小学校（第１会議室・下高井戸４
‐１６‐２４）

４月１４日∑

☆荻窪保健センター（荻窪５‐２０‐１）、高円寺会館（高円寺北２‐１
‐２）、荻窪小学校（家庭科室・南荻窪２‐１‐１）　　１５日∏

☆和泉保健センター（和泉４‐５０‐６）、杉並第二小学校（第２音楽
室・成田西３‐４‐１）、桃井第三小学校（会議室・西荻北２‐１０‐
７）

　　１６日π

☆高井戸保健センター（高井戸東３‐２０‐３）、浜田山小学校（低学年
音楽室・浜田山４‐２３‐１）、井荻小学校（特別活動室・善福寺１‐１０
‐１９〈南門から入場してください〉）

　　１７日∫

☆荻窪保健センター、方南区民集会所（方南１‐２７‐８）、杉並第十小
学校（体育館・和田３‐５５‐４９）　　１８日ª

☆上井草保健センター、和泉小学校（理科室・和泉２‐１７‐２１）、若杉
小学校（会議室・天沼３‐１５‐２０）　　２１日∑

☆高円寺保健センター、杉並第一小学校（理科室・阿佐谷北１‐５‐
２７）堀之内小学校（多目的室・堀ノ内３‐２４‐１１）　　２３日π

☆高井戸保健センター、八成小学校（特別活動室・井草２‐２５‐４）、
高井戸第二小学校（プレイルーム・久我山４‐４９‐１）　　２５日ª

注）１．各保健センター（☆印）は例年会場が非常に混雑します。接種までに大変時間がか
かる場合がありますので、ご了承ください。２．会場が小学校の場合、スリッパを持参
してください。３．受付時間：午後１時１５分～２時３０分（時間厳守）。４．体温測定・予
診票の確認をおこなったうえ、接種します。（接種開始＝１時３０分）５．持ち物：母子
手帳、予診票。６．車での来場はご遠慮ください。７．上記期間内に体調不良などで接
種できなかった方は、右記の日程をご利用ください。

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

春
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
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区
で
は
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
ア
パ
ー
ト
の
あ
っ
せ
ん

〈サービス内容〉
内　　　　　　　　容サービス

入居契約や更新の際に入居者と民間保証会社で
保証委託契約することにより、滞納した家賃や
残存家財撤去費用などを一時的に立て替えま
す。
保証期間＝２年間（更新ごとに保証料が必要）
利用者負担金＝（月額家賃＋共益費等）×３０％

A家賃等
債務保証

週１回の訪問または訪問電話により安否確認
を行います。利用者負担金はありません。（住
宅課で申し込み）

B見守り
サービス

亡くなった場合、葬儀の実施から遺骨の保管ま
でを行います。利用者預託金＝７万円（杉並区
社会福祉協議会で申し込み）

C葬儀の
実施

退去後の居室内の残存家財等を撤去し、処分し
ます。利用者預託金＝５万円（杉並区社会福祉
協議会で申し込み）

D残存家
財等撤去

※Aの最低保証料は１万２０００円です。Bの安否確認は区の助成金で実
施します。安否確認以外のサービスは利用者の負担になります。C
とDは利用者預託金と助成金で実施します。また、利用者預託金は
利用しなかった場合返還されます。

を
し
て
い
ま
す
。
住
み
替
え

を
希
望
し
て
い
る
高
齢
者
の

た
め
に
、
ア
パ
ー
ト
の
登
録

を
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

年　

月
か
ら
、
家
主
の

１４

１０

方
が
安
心
し
て
ア
パ
ー
ト
を

貸
せ
る
よ
う
、
高
齢
者
入
居

支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま

す
。
内
容
に
は
上
表
の
四
つ

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
三
つ
の
コ
ー

ス
（
左
表
）
か
ら
一
つ
を
選

び
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る

高
齢
者
の
方
は
、
住
宅
課
で

申
請
し
決
定
を
受
け
ま
す
。

　

�
住
宅
課

問

ア
パ
ー
ト
を
お
持
ち
の
家
主
の
方
へ

〈小学生のための学習教室〉
授 業 料日　　　時学　年会　　場

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

１学期 １５７００円
２学期 １７９００円
３学期 １１３００円

土曜日・午前９時３０分
～１１時３０分４年生

荻窪分室
（荻窪２‐２９‐３）
�３２２０‐９８０４

１学期 ２３４００円
２学期 ２５０５０円
３学期 １８４５０円

火曜・金曜日
午後４時３０分～６時

５・６年生

４年生

清水分室
（清水３‐２２‐４）
�３３９４‐２２５３ １学期 １６８００円

２学期 １７９００円
３学期 １２４００円

土曜日・午前９時３０分
～１１時３０分５・６年生

〈サービスのコース〉

サービスコース

ABＡコース

ABCＢコース

BCDＣコース
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区職員を装った問い合わせに注意しましょう
　最近、区職員を装い、電話により区民の皆さんの個人情報（口座番号、
勤務先、家族構成など）を聞きだそうとする事例が発生しています。
　電話をかけてきた相手をきちんと確認（区職員の所属、氏名など）す
るなどして、安易に回答しないよう、ご注意ください。
　�総務課総務係問



NO.1629 ●８

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１５（２００３）年３月１日（土曜日）
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急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

東京都保健医療情報センターひまわり�５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

平日:午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１－１５９９

�３３９８－５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

土曜日：午後１時～午後１０時
（受付は午後９時３０分まで）

（耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時

（受付は午後９時３０分まで）
（午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

日曜・祝日：午前９時～午後５時【歯  科】

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９

選選
挙挙
にに
つつ
いい
てて
のの
おお
知知
らら
せせ

　

「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま
た
は
「
戦
傷
病
者
手
帳
」
を

お
持
ち
で
、
次
の
�
ま
た
は
�
に
該
当
し
、
自
筆
で
文
字

を
書
け
る
方
は
、
郵
便
を
利
用
し
て
自
宅
な
ど
で
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

�
�
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
い
ず
れ
か
の
障
害

程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
（
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
）

の
方
�
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・

小
腸
の
い
ず
れ
か
の
障
害
程
度
が
一
級
ま
た
は
三
級
（
特

別
項
症
か
ら
第
三
項
症
）
の
方
／
た
だ
し
、
手
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
障
害
名
・
等
級
に
よ
っ
て
は
「
障
害
の
程
度

に
つ
い
て
の
都
知
事
の
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
�

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
方
で
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

（
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
）
は
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内

他

問

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

◇
東
京
都
知
事
選
挙

・
告
示
日
＝
３
月　

日
�

２７

・
投
票
日
＝
４
月　

日
�

１３

◇
杉
並
区
議
会
議
員
・
杉
並
区
長
選
挙

・
告
示
日
＝
４
月　

日
�

２０

・
投
票
日
＝
４
月　

日
�

２７
統
一
地
方
選
挙
日
程

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、３月１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。なお、定員を超えた場合は初めて
申し込んだ方を優先する場合があります。

心者・初級者�３０名（抽選）�１６００円�往復ハガキ（３面記入例参照）に生年
月日も書いて、３月１４日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３
上井草３‐３４‐１）へ�上井草スポーツセンター@３３９０‐５７０７�託児（３歳～就
学前）あり
�初心者水泳教室　○す 教室番号「１７９６」
　�４月１４日～６月１６日（５月５日・６月２日は除く）の毎週月曜日、午前１０時
～正午（計８回）�杉並第十小学校温水プール�区内在住・在勤・在学で６０歳未
満の初心者�３２名（抽選）�３７００円�往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照）に
生年月日も書いて３月１２日（必着）までに杉並第十小学校温水プール（〒１６６‐
００１２和田３‐５５‐４９）へ�同プール�３３１８‐８７６３�車での来場はご遠慮ください
�アーチェリー初心者教室
　�４月５日º～９月２０日ºの第１・３土曜日、第２・４日曜日の午後１時～５
時（計２２回／５月２５日∂・８月２４日∂は午前９時～午後１時・区後援）�上井草
スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で中学生
以上の方�１５名（抽選）�４回まで無料（５回目から１回３００円）�・�ハガキ
（３面記入例参照）で、３月２５日（必着）までに区アーチェリー協会・小杉英雄
（〒１６７‐００４２西荻北４‐３３‐１２�３３９０‐６８３９午後８～１０時）へ
�弓道講習会
　�４月～９月の毎週水・金曜日午後６時～９時（計５０回・区後援）�上井草ス
ポーツセンター（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で中学生以上の方
�２５名（抽選）�１万円（他に教本代１２２０円）�往復ハガキ（３面記入例参照）
に経験の有無も書いて、３月２０日（必着）までに区弓道連盟・宍戸文育（〒１６８
‐００６５浜田山１‐７‐６‐２０３）へ�同連盟・曽根
�５３１０‐６１９１（午後５時～８時）
e私をスキーに連れてって　ｉｎ　ＮＡＥＢＡ
   �３月２６日π～２８日ª（２泊３日）�新潟県苗場
スキー場�スキーかスノーボードの講習会（どちら
か一方を選んでください）�区内在住・在学の中・
高校生�４０名（先着順）�１万６０００円�３月２０日
までに申込用紙を最寄りの児童館へ持参してくださ
い（申込用紙は各児童館にあります）�成田西児童
館@・FAX３３９１‐１８５７
�

�プールで魚釣り
　プールで金魚や鯉を釣ることができます。釣った魚は５匹まで持ち帰り自由で
す。
　�３月９日∂・２３日∂の午前９時～午後３時�和田堀公園プール（大宮２‐２
‐１０）�区内在住・在勤・在学の方�各日１５０名�大人３００円、小人（小・中学
生）１００円※小学生未満無料�当日、直接会場へ�ú杉並区スポーツ振興財団�
３３１２‐２１１１（区代表）へ�Aさお、仕掛け、エサは持ち込み自由、貸出（無料）
もありますB持ち帰り用の入れ物は各自でご用意くださいC車での来場はご遠慮
ください
eいきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（A成人病予防BシェイプアップC体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。
　�３月１６日∂午前９時～午後６時�上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０組（個人
およびペア可）�４００円（入場料）�電話で、希望受付時間（受付時間は午前９
時～２０分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着順）�受
付からアドバイス終了まで約１時間かかります
e区民健康づくり中・高齢者公開講座（�水中運動健康法�流水健康法）
　�３月２９日º・３０日∂A午前１０時３０分～正午B午前９時３０分～１１時と午前１１時
３０分～午後１時（２回開催・区後援）�スポーツハイツスイミングスクール（堀
ノ内２‐６‐２１)�公認アクアフィットネスインストラクター�区内在住・在勤
の４０歳～８０歳までの方�A各日３０名B各回１５名（ABともに先着順）�無料�・
�電話または直接、スポーツハイツ（堀ノ内２‐６‐２１�３３１６‐９９８１午前１０時～
午後９時３０分／ただし日曜・祝日は午後７時３０分まで）へ�後日、受講票を送付
します。当日は、受講票・水着・水泳帽・バスタオルをお持ちください
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e都民体育大会予選会
◇硬式庭球
　�４月５日º（予備日４月１２日）午前９時～�松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐
２２）�種目＝男子・女子ダブルス�区内在住・在勤・在学で区民体育祭ベスト８
または同等の実力のある方�１組２０００円（当日）�ハガキ（３面記入例参照・２
名連記可）に所属クラブも書いて、３月１５日までに区硬式庭球連盟・吉永節子
（〒１６６‐００１５成田東２‐３３‐１３‐３０１）へ�同連盟・吉永�０９０‐４５２８‐５５２３（午
後７時～９時）
e都民体育大会予選会
　◇バレーボール
　�４月１３日∂午前９時～午後９時�上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐
１）�種目＝一般男子・女子（９人制）�区内在住・在勤の方で編成されたチー
ム（大学の登録チームと高校生以下は除く）�１チーム３０００円�申込書（区立体
育施設に用意）と参加費を現金書留で３月２２日（必着）までに区バレーボール協
会・亀山米子（〒１６７‐００４２西荻北５‐７‐１１‐４１０）へ。３月２２日の評議員会で
も受付可�同協会・亀山米子�５９３８‐８３３１（午前８時～１０時）
e都民体育大会予選会
　◇ソフトテニス（兼春季選手権大会）
　�４月６日∂（予備日４月１３日）午前９時～�松ノ木運動場（松ノ木１‐３‐
２２）�種目＝一般男子・女子（年齢制限無）、壮年男子・女子（４５歳以上）、グラ
ンドシルバー男子・女子※ミックス可（男子６５歳以上・女子５５歳以上）�区内在
住・在勤・在学および連盟加盟の登録メンバー�１組２０００円、小・中・高生は１
組１０００円（当日）�ハガキ（３面記入例参照）に種目も書いて、３月２７日（必着）
までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６‐００１６成田西３‐６‐４）へ�同連
盟・小島�３３１２‐０３８５
eジュニア・マスターズ水泳大会
　�５月１１日∂午前９時～午後４時３０分(区共催)�高井戸温水プール（高井戸東
３‐７‐５）��ジュニア＝大会当日１８歳以下の方（区内在住・在勤および区内
保育園・幼稚園・学校・スイミングクラブ在籍者�マスターズ＝大会当日１９歳以
上の方（区内在住・在勤・在学・在クラブか区水泳連盟会員の定期的（週１回以
上）に泳いでいる健康な方）�１種目／A３００円B６００円�所定の申込用紙（社会
教育スポーツ課、区立温水プール、各水泳クラブにあります）に必要事項を記入
し、参加費を払い込み、払込票のコピーと返信用封筒(住所・氏名を明記し、８０円
切手を貼付)を同封して４月９日(必着)で郵送

△
払込先＝郵便局口座番号００１５０‐３

‐５７８６８０／加入者名杉並区水泳連盟（通信欄にジュニア・マスターズ参加費と明
記）

△

郵送先＝〒１６８‐００７３下高井戸２‐２１‐５石渡早苗方杉並区水泳連盟�区
水泳連盟・石渡�０９０‐１２０１‐９９６０（午後１時～６時）
e区民ヤマベ釣り大会
　�３月２９日º午後１１時出発（小雨決行・区後援）�静岡県下田方面（候補地稲
生沢川など）／集合場所＝ＪＲ荻窪駅北口青梅街道天沼陸橋�交通＝大型貸し切
りバス２台�区内在住・在勤・在学の方�８０名�大人７０００円、中学生以下３０００
円（保険料・バス代・入漁料・えさ代含む）�・�電話・ファクスまたはハガキ
（３面記入例参照）で、３月２４日（必着）までに区釣魚連合会事務所（〒１６８‐
００８１宮前５‐２４‐８太田方@・FAX@３３３４‐０３４９午前９時～午後５時）へ�雨具、
朝昼食は各自持参。中学生以下は高校生以上の同伴が必要です。釣用具は用意で
きますのでその旨を申込みください。釣時は長靴着用を勧めます
�

�ターゲットバードゴルフ　○す 教室番号「１７５９」
　羽根付きボールをショートアイアンで打つ、ミニゴルフです。
　�４月１６日～５月２８日（５月２８日は予備日）の毎週水曜日、午前１１時～午後１
時（計６回）�上井草スポーツセンター�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初
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スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます
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